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2)見学旅行 

 

1 物質生命化学科 

社会の第一線で研究開発や製造に関わるための知識を獲得する、就職活動に必要な情報を獲得す

る、学科の先輩を含む社会人の皆さんの仕事に取り組む姿勢を学ぶ、社会人として求められている自主

的・実践的な態度を身に付けるなどの目的で、学部３年生による工場見学を平成２８年１０月６日～７日に

実施した。引率は坂田眞砂代先生と３年担任の佐々木准教授・北村助教の計３名で担当した。なお、新

留教授（H２９年度就職担当）は都合がつかず出席できなかったが、訪問各社へ挨拶状を持参し、人事担

当者様へお渡しした。 

当学科の工場見学では北九州地区と南九州地区を交互に訪問している。今年度は南九州地区を訪

問した。熊本地震の影響で、西九州地区（福岡県南部）の企業様も訪問先として調整した。訪問企業様

によっては受入人数に制限があったため、参加者の希望に応じて２つのコースに分かれて見学を実施し

た。１日目の見学後には全員がそろってホテル湯の児 海と夕やけに宿泊し、相互の情報交換や意見交

換などを行うことによって学生間の交流も行われた。 

訪問先では、各企業のご担当者様から会社概要に関する説明と施設見学を実施していただき、学生

からの質疑にもご対応いただいた。見学は両コースともに熱心に行われ、企業各社からの評価も高かっ

た。工場見学にご協力いただいた各企業の関係者の方々にお礼を申し上げるとともに、今回の経験が学

生にとって今後の学生生活や就職活動に生かされることを期待する。 

 

日時：平成 28 年 10 月 6 日（木）〜10 月 7 日（金）  1 泊 2 日 

対象学年および参加学生数：学部３年次生 ８８名（参加予定９０名のうち、２名欠席） 

引率教職員数： ３名 

見学先：  

（Ａコース） 

 ◎ 三井化学株式会社 大牟田工場 
      〒836-0817 福岡県大牟田市浅牟田町 30  ☎ 0944-51-8111（代） 

◎ JNC 株式会社 水俣製造所 
      〒867-8501 熊本県水俣市野口町 1-1   ☎ 0966-63-2116（代） 
     ◎ 高橋酒造株式会社 白岳伝承蔵 
      〒868-0026 熊本県人吉市合ノ原町 461-7  ☎ 0966-32-9750（代） 

 ◎ YKK AP 株式会社 九州製造所 
      〒866-8511 熊本県八代市新港町 1-10  ☎ 0965-37-1111（代） 

（Bコース） 

 ◎ 日立造船株式会社 有明製造所 
      〒869-0113 熊本県玉名郡長洲町大字有明 1 番地 ☎ 0968-78-2155（代） 
     ◎ JNC 株式会社 水俣製造所 
      〒867-8501 熊本県水俣市野口町 1-1   ☎ 0966-63-2116（代） 
     ◎ KJ ケミカルズ株式会社 八代工場 
      〒866-0881 熊本県八代市興国町 1 番 3 号  ☎ 0965-33-9797（代） 
     ◎熊本ワイン株式会社 
      〒861-5533 熊本県熊本市北区和泉町 168-17  ☎ 096-275-2277 （代） 
      



 

2 マテリアル工学科 

マテリアル工学科では毎年、学部 3 年生を対象として、学生個人がこれまでに修得した専門教育をさ

らに意義深いものにするために、材料に関連する企業工場見学を実施している。本年度は関西圏内で

生産活動を行うメーカー4 社（5 工場）に事前に見学を依頼し、3 日の日程で訪問した。それぞれの見学

先では、現場の職員や卒業生の方々より懇切丁寧な説明を受け、また参加した学生からは積極的な質

問があり、大変有意義な見学旅行が実施できた。 

 

日程： 9 月 13 日（火）〜15 日（木）  

対象学年及び参加学生数： 学部 3 年生 54 名  

引率教職員： 3 名（連川貞弘，森園靖浩，山室賢輝） 

日程及び見学先： 

         9 月 13 日  株式会社ジェイテクト 国分工場（大阪府柏原市）        

 9 月 14 日  株式会社中山製鋼所 船町工場 （大阪市大正区） 

          京セラメディカル株式会社 神戸工場 （兵庫県神戸市） 

  9 月 15 日  新日鐵住金株式会社 和歌山製鐵所（和歌山県和歌山市） 

   新日鐵住金株式会社 尼崎製造所（兵庫県尼崎市） 

 

3 機械システム工学科 

学部 3 年次を対象に、国内２つのコースに分かれて機械工学関係の企業の見学を行った。国内の企業

を見学するため、関西地域と山口・北九州地区を選び、関西地区では２社、山口・北九州地区では５社を訪問し

た。それぞれの企業によって職業の特長や職場環境が異なり、学生が進路を考える上では非常に参考になっ

たと考えられる。またこれまで授業で習ったことが活かされる場を見て、さらなる勉学に対する啓発が得られた。 

 

   ＜国内コース：関西地区＞ 

見学日程：2016 年 9 月 28 日（水）～9 月 29 日（木） 1 泊 2 日 

見学地域：関西（大阪） 

見学企業： 日立造船・堺工場，クボタ・堺製造所 

見学引率：教員 1 名 

見学学生：8 名 

 

   ＜国内コース：九州・山口・広島地区＞ 

見学日程：2016 年 9 月 5 日（月）～9 月 7 日（水） 2 泊 3 日 

見学地域：九州・山口・広島 

見学企業： ダイハツ九州久留米工場、三井ハイテック金型事業所、神戸製鋼所長府製造所、ブリヂスト

ン防府工場、ジャパンマリンユナイテッド呉工場、三菱日立パワーシステムズ呉第一工場 

見学引率：教員１名 

見学学生：22 名 

 

 



４社会環境工学科  

平成 28 年 9 月 26 日、二年次学生を対象とした現場見学を実施した。現場見学に訪れることで、現場の

雰囲気を体感し、座学で学習した知識の定着を図ることを目的とした。一年次研修ではかつて整備された

大型インフラ（雲仙普賢岳砂防堰堤、諫早干拓、昇開橋）から建設中のインフラ（長崎高速道路トンネル）

を見学した。二年生研修では、建設中のインフラ（天草新天門橋）の見学に加え、景観・環境整備につい

て学ぶため三角港を見学した。行程は下表のとおりである。 

最初に訪れた新天門橋は、天草と熊本市内を３０分以内につなぐ構想のもとに整備されるバイパス道路

の一部である。研修では、橋梁の工法など技術的な側面だけではなく、インフラ整備に係る社会背景と目

的を学んだ。次の三角西港は、世界遺産に選定された港湾施設である。研修では、文化的価値のあるイ

ンフラの保存のあり方について学んだ。また、三角東港は当学科の教員が施設整備の設計段階から深く

関与した事例であり、学生は実際に整備された施設を見ながら具体的な計画プロセスについて学んだ。 

本研修は、学生にとって社会基盤整備の現場の問題・状況を深く学べる貴重な機会となり、今後の学

習意欲の向上につながると期待される。 

 

月日 行            程 

９/26 

〇乗車場所：熊本大学百周年記念館前 〇集合時間：８時３０分 

 

熊本大学＝＝天草新天門橋工事現場＝＝三角西港・東港＝＝熊本大学 

9:00    10:30    11:30  14:00  16:00    18:00 

 

 

 

 

5 建築学科 

 1 年生の合宿研修の一貫として、熊本県小国町・杵築市を中心に、優れた建築を講師の解説とともに

見学した。 
日時：平成 28 年 9 月 26 日（月）～9 月 27 日（火） 
見学先：小国ドーム、ゆうステーション、木魂館、他（杵築のまちなみ） 
参加学生数：58 名 
参加教員数：10 名（特別講演会講師 1 名を含む） 

 

 

6 情報電気電子工学科 

     該当なし 

 

 

 

7 数理工学科 

     該当なし 

 


